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衆議院安全保障委員会ニュース 

平成 26.3.27 第 186 回国会第３号 

 

3 月 27 日（木）、第３回の委員会が開かれました。 

 

１ 国の安全保障に関する件 

・岸田外務大臣、小野寺防衛大臣、若宮防衛大臣政務官及び政府参考人に対し質疑を行いました。 

 

（質疑者及び主な質疑内容）

今 津   寛君（自民） 

・米国が国防予算を大幅に削減している一方で、中国は４

年連続で国防費を前年度比 10％以上増額しているが、

これらの状況を含めた我が国を取り巻く安全保障環境に

ついて、小野寺防衛大臣の見解を伺いたい。 

・ロシアによるクリミア併合が、今後の我が国の対露外交

にどのような影響を及ぼすと考えているのか、岸田外務

大臣に伺いたい。 

・韓国との防衛面における協力の重要性に鑑み、同国との

軍事情報包括保護協定（ＧＳＯＭＩＡ）及び物品役務相

互協定（ＡＣＳＡ）を早急に締結すべきと考えるが、岸

田外務大臣の見解を伺いたい。 

 

伊 佐 進 一君（公明） 

・自衛隊法第 82 条に基づく海上警備行動により潜没航行

する外国潜水艦への対処は可能か、防衛省に伺いたい。 

・国連海洋法条約第 25 条は、「沿岸国は、無害でない通

航を防止するため、自国の領海内において必要な措置を

とることができる」と規定しているが、「必要な措置」

の範囲について、国際法上定まった見解はあるのか、外

務省に伺いたい。 

・「必要な措置」の範囲について、我が国は諸外国を巻き

こんだ議論をしていくべきと考えるが、岸田外務大臣の

見解を伺いたい。 

 

渡 辺   周君（民主） 

・３月 26 日の北朝鮮による弾道ミサイル発射事案につい

て、ミサイルを発射した同国の意図、同国がいつまで挑

発行為を継続するかについての見通し及び今後の自衛隊

による警戒態勢について、小野寺防衛大臣に伺いたい。 

・集団的自衛権の行使容認後に朝鮮半島有事が発生し、在

韓米軍が攻撃を受けた場合、米国からの要請があっても、

韓国の同意がなければ、我が国は韓国の領域内で集団的

自衛権を行使することができないのか、外務省の見解を

伺いたい。 

・集団的自衛権行使を容認する場合、我が国と他国の自衛

権についての考え方に齟齬があってはならないと考える

が、この点について研究する必要があるのではないのか、

小野寺防衛大臣の見解を伺いたい。 

 

今 村 洋 史君（維新） 

・中国の軍事行動の兆候を察知するためには、自衛隊によ

る常続監視に加え、米国等５か国による通信傍受システ

ムであるいわゆる「エシュロン」により収集された情報

の提供を受ける必要があると考えるが、小野寺防衛大臣

の見解を伺いたい。 

・防衛出動下令に当たっての国家安全保障会議における手

続について、内閣官房の見解を伺いたい。 

 

宮 沢 隆 仁君（維新） 

・スイスの民間防衛システムは、軍事に限らず自然災害へ

の対応等、どのような事態にも対応する「総合防衛」と

いう概念に基づくものであるが、このようなスイスの国

防の考え方に対する若宮防衛大臣政務官の所感を伺いた

い。 

・スイス国民の国防意識の高さを踏まえた今後の我が国に

おける国防意識醸成について、防衛省の見解を伺いたい。 

 

中 丸   啓君（維新） 

・台湾が中国と調印したサービス貿易協定に対する台湾学

生の抗議運動について、どの程度把握し、また、今後の

日台関係についてどう考えているのか、岸田外務大臣に

伺いたい。 

・ロシアに対するＥＵを含めた各国の制裁について、どの

程度の効力があると考えているのか、岸田外務大臣に伺

いたい。 

・核兵器を保有しない我が国が、抑止力及び交渉力を保持

するためにはどのような選択肢があるのか、岸田外務大

臣及び小野寺防衛大臣に伺いたい。 
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本ニュースは、速報性を重視した概要版として事務局において作成しているものです。 

詳細な内容については会議録を御参照ください。 

三 谷 英 弘君（みんな） 

・３月 26 日に発足したサイバー防衛隊の目的とサイバー

空間防衛の重要性に関して、小野寺防衛大臣の認識を伺

いたい。 

・我が国有事の場合には、相手国に我が国からサイバー攻

撃を行う必要も出てくると考えるが、小野寺防衛大臣の

見解を伺いたい。 

・技術開発には確固たる目的が必要であることを踏まえ、

軍事に特化した研究開発が重要と考えるが、小野寺防衛

大臣の認識を伺いたい。 

 

赤 嶺 政 賢君（共産） 

・嘉手納飛行場以南の土地の返還に係る「沖縄における在

日米軍施設・区域に関する統合計画」（平成 25 年４月）

において、牧港補給地区の一部が嘉手納弾薬庫地区（知

花地区）に移転することとされたが、その具体的な内容

と規模について防衛省に伺いたい。 

・牧港補給地区の一部移転に伴い影響を受けるいわゆる黙

認耕作者に対して、防衛省はどのように対応していくの

か、見解を伺いたい。 

・否応なく土地から追い出されたという歴史を持つ黙認耕

作者が平成 25 年４月の統合計画によって農地を失って

しまうことに対する小野寺防衛大臣の認識を伺いたい。 

 

玉 城 デニー君（生活） 

・ロシアによるクリミア併合に対しては、我が国は諸外国

と連携して対応すべきと考えるが、今後取りうる対露制

裁措置についての岸田外務大臣の見解を伺いたい。 

・国家安全保障会議は、今回の北朝鮮による弾道ミサイル

発射のような事案に対処するため、情報収集と分析等の

一元化、各省庁との情報共有、迅速な指示の発出等を担

うべく設置されたと認識しているが、内閣官房の見解を

伺いたい。 

・防衛省が３月 24 日に入札公告を行った「航空機による

騒音・低周波音の影響に係る評価検討業務」においては、

琉球大学の渡嘉敷准教授が、既に収集している測定デー

タを有効に活用すべきであると考えるが、小野寺防衛大

臣の見解を伺いたい。 

 

照 屋 寛 徳君（社民） 

・日米地位協定に基づき提供された施設・区域の運用の停

止又は中止は、米側の一方的な決定で可能なのか、それ

とも、日米間の合意が必要なのか、小野寺防衛大臣の見

解を伺いたい。 

・日米地位協定に基づく提供施設・区域の返還合意と運用

停止は、具体的に何がどのように違うのか、小野寺防衛

大臣の見解を伺いたい。 

 

 

 

 


